
知的財産のスペシャリスト

「弁理士」資格取得を目指してみませんか？
皆さん、ご入学おめでとうございます。
これから知的財産を学んでいこうと心を躍らせていることかと思います。
しかし意外に大学生の4年間とは短いものです。
目標を定めて大学生活を送るか否かにより、その後の人生が大きく左右されます。

本学では、大学在学中に弁理士試験を突破するための勉強をサポートする体制が敷かれ、既にその
体制の中で在学中に弁理士試験を突破した学生もいます。
皆さんも、学生生活を意味あるものとするために、徹底的に勉強し、弁理士資格を取得しませんか？
始めるのであれば、入学時の今が唯一の在学中合格のチャンスです。
弁理士試験は、一次試験から三次試験まである超難関国家資格です。
しかも試験は毎年1回しかありません。一筋縄ではいきません。

本学には、弁理士試験を経て弁理士資格を取得し、企業で活用してきた教員、何百人という弁理士
試験受験生をサポートして合格させてきた実績を有する教員もいます。
「やる」という「覚悟」と「決断」をした学生には、大学の支援制度、支援科目をフル活用してください。
我々教員と諸先輩方が、本気で頑張る学生を全力でサポートします。

弁理士受験会
毎週土曜日 13:20〜16:30（例外あり）

（2025年度は4月12日開講）

弁理士試験を突破するための基礎知識を、弁
理士試験の一次試験問題トレーニングをかね
て身につけます。
予習課題と講義・議論、復習を1年間繰り返す

中で、弁理士試験突破のための実力を養成し
ます。
講義は全72コマ（36週）、確認模試全4回から
構成されています。

知的財産総合入門Ⅰ・Ⅱ
水曜５限（前期・後期）

知的財産総合応用Ⅰ・Ⅱ
金曜５限（前期・後期）

弁理士試験の出題範囲を網羅した、専門科目
です。法律の読み方、法的思考、知的財産権
法の主要条文の理解を鍛える科目です。
いずれも履修可能年次は2年次以降ですが、1

年次から在学中は毎年出席して学ぶことで、
弁理士試験合格を一気にたぐり寄せることが
可能です。（１年次はいずれも聴講となります）

奨励金による金銭的支援

本学には、在学中の学生の弁理士試験受験を金銭面から支援する体制もあります。
① 受験料支給（1.2万円） ②一次試験合格時 6万円支給 ③最終合格時 30万円支給

先輩の声
●入学時は弁理士なんて考えていなかった。しかし１年半、仲間に負けたくなく、とことん勉強した。2年目

に一次試験、二次試験の必須科目は合格でき、二次試験の選択科目も応用情報処理技術者試験で免除
資格を得た。3年目、口述試験を突破して最終合格できた。（2016年学部入学 院卒業生F君）

●弁理士になり、将来知財の世界で活躍するために大工大に入学した。２年半、勉強量はだれにも負けな
いぐらい取り組み、昨年、やっと最終合格できた。（2017年入学 院卒業生Nさん）
●入学以来、弁理士を目指して徹底的に勉強した。３年半、歯を食いしばって頑張ってきた。2021年度の
試験で、弁理士最終合格を勝ち取った。今後も研鑽を重ねる。（2018年学部入学 院在校生 H君）

・学内の支援体制について、詳しく教えてほしい
・弁理士の仕事、メリットを知りたい
・弁理士試験を詳しく知りたい
・試験を目指したいが、本当にできるか心配？

そのような学生は必ず相談して下さい。

知的財産学部
五丁龍志（ごちょうたつし）

1号館10階 五丁研究室
メール tatsushi.gocho@oit.ac.jp

弁理士試験対策説明会 ４月４日（金）時間・教室は掲示参照


